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各戦略クラスについての説明

１．MACDStrategy.java

テクニカル手法の一つであるMACDを適用して売買を行う。

シグナルの計算には現物価格のMACD（短期EMA-長期EMA)の平滑平均を用いた。

MACDがシグナルを下から上に抜いたとき、買いサインをだす。

MACDがシグナルを上から下に抜いたとき、売りサインをだす。

２．FMACDStrategy.java

テクニカル手法の一つであるMACDを適用して売買を行う。

シグナルの計算には先物価格のMACD（短期EMA-長期EMA)平滑平均を用いた。

MACDがシグナルを下から上に抜いたとき、買いサインをだす。

MACDがシグナルを上から下に抜いたとき、売りサインをだす。

3.  IMACDStrategy.java

テクニカル手法の一つであるMACDを適用して売買を行う。

通常と逆の売り買いを行う。

シグナルの計算には現物価格のMACD（短期EMA-長期EMA)の平滑平均を用いた。

MACDがシグナルを上から下に抜いたとき、買いサインをだす。

MACDがシグナルを下から上に抜いたとき、売りサインをだす。

４．FMACDStrategy0.java

テクニカル手法の一つであるMACD（短期EMA-長期EMA)

を適用して売買を行う。

MACDが0ラインを下から上に抜いたとき、買いサインをだす。

MACDが0ラインを上から下に抜いたとき、売りをだす。

５．MACDStratey02.java

テクニカル手法の一つであるMACDを適用して売買を行う。

シグナルの計算には現物価格の平滑平均を用いた。

MACDがシグナルを下から上に抜いたとき、買いサインをだす。

MACDがシグナルを上から下に抜いたとき、売りサインをだす。

MACD、シグナルともに0ラインを下回ったとき、少し高めに売り注文をだす。

MACD、シグナルともに0ラインを上回ったとき、少し安めに買い注文をだす。

６．FMACDStrategy2.java

テクニカル手法の一つであるMACDを適用する。

シグナルの計算には現物価格のMACD（短期EMA-長期EMA)の単純移動平均を用いた。

MACDがシグナルを下から上に抜いたとき、買いサインをだす。

MACDがシグナルを上から下に抜いたとき、売りサインをだす。

７．Psycho4Strategy.java

テクニカル手法の一つ、サイコロジカルラインを利用したプログラムです。

過去四日分の現物データを元に、売り、買いの判定をします。もう一つの条件として、前日の先物価格＞現物価格でないと売りは出しませんし、前日の先物価格＜現物価格でないと買いは出しません。

８．FirstLogisticStrategy.java

先物価格の値動きをロジスティック曲線で近似し、先物価格が今後どのように推移するか予測をたてる。実際には、過去１０日分のデータを用いてロジスティック曲線で近似し、１期先の先物価格と現在の先物価格の差、２期先の先物価格と現在の先物価格の差から、価格が上昇傾向であれば「買い」、下降傾向であれば「売り」を出す。但し、先物価格＞＞現物価格の状態で買いポジションの場合には「売り」、逆の場合には「買い」を出す。
９．SecondLogisticStrategy.java

8.とほぼ同様である。但し、価格が上昇傾向か下降傾向か判断する際に、先物価格と近似値との誤差を利用する。

10.FireModoki3Strategy.java

最近２日間の先物価格と現物価格の価格変動と、「買い」、「売り」、「ポジションと先物価格・現物価格の差に基づいた取引」を示す０と１のルール文字列を乱数によって複数生成する。そして、逐次、先物価格と現物価格の価格変動を０と１のコードに直し、マッチしたルール文字列で規定されたアクションをとる。マッチしたルールが複数ある場合には強度により競合解消する。強度は、バケツリレーアルゴリズムによって調整する。
11. FireModoki4Strategy.java

10 の改良版。こちらは、現在の先物価格と現物価格の差を示す部分もルール文字列に含まれる。また、ルール文字列には”０”と”１”以外にワイルドカードを示す”２”も含まれる。

12.FireModoki5Strategy.java

10 の改良版。こちらは、最近２日間の価格変動を用いず、最近２日間の移動平均線を用いる。

以上
